
 
平成２１年２月６日 
国土交通省河川局 
     気象庁 

 

洪水等防災情報フォローアップ検討会の開催について 

 
平成１８年６月に「洪水等に関する防災用語改善検討会」により「洪水等に関する防災情

報体系のあり方について」が提言されたのを受け、防災用語や洪水予報文の改善等の取組を

行ってまいりました。 
その後も平成１９、２０年には台風や局地的な大雨による洪水や土砂災害が発生し、防災

情報の重要性が益々高まっております。自然災害による犠牲者ゼロを目指し、住民、防災担

当者や報道機関等の行動や判断に役立つ防災情報の更なる改善に向け、洪水等の防災情報の

課題や改善の方向性を検討するための検討会を開催します。 
 

１．検討会の概要 
 別紙のとおり 
 （参考資料：前検討会の提言を踏まえた見直しの概要） 

２．第 1回検討会の開催 
 日 時： 平成 21年 2月 9日(月) 15:00～17:00 
 場 所： 都道府県会館 ４階 会議室４０２号 
 検討事項 

・防災情報改善に関するこれまでのレビュー 
・洪水予報等の改善の取り組みの報告 

 その他： 傍聴・カメラ撮り可(座席数に限りがありますのでその点ご容
赦願います。) 

 

 

問 い 合わ せ 先 
河川局河川計画課 河川情報対策室 企画専門官 安原 達 （内線３５３８２） 
代表 ０３（５２５３）８１１１ 夜間直通０３（５２５３）８４４６ 

   砂防部砂防計画課      課長補佐  中村 圭吾 （内線３６１５２） 
代表 ０３（５２５３）８１１１ 夜間直通０３（５２５３）８４６８ 

気象庁予報部業務課        調査官   板井 秀泰 （内線３１１９） 
  代表 ０３（３２１２）８３４１ 夜間直通０３（３２１１）８３０２ 



  別紙 

 

洪水等防災情報フォローアップ検討会 

 
1．目 的 

 

平成１８年６月に「洪水等に関する防災用語改善検討会」により「洪水等に関する

防災情報体系のあり方について」及び「予警報文改善案」が提言され、わかりやすい

防災情報の提供に向けた改善を進めてきた。これらを受け、今後継続的に、改善した

用語が定着しているか、様式がわかりやすいかなどを把握・検討し、住民、防災担当

者や報道機関等がわかりやすい防災情報の実現に向けた更なる改善を行う。 

 

 

2．検討事項 

 

（１）洪水予報等の伝え方の改善 

洪水予報や水位到達情報等の様式等の課題を整理し、住民、防災関係者や報道機関

等がわかり易い情報伝達や内容を検討する。また、ＦＡＸ等のこれまでの伝達手段に

加え、ユビキタス情報社会の進展に伴い発達する新たな情報伝達手段に合わせた情報

内容や伝達のあり方を検討する。 

 

（２）防災用語定着のフォローアップと更なる改善 

これまで改善を行ってきた用語が、住民、防災関係者や報道機関等の方々に、どの

くらい定着しているのか等のフォローアップを行うとともに、防災用語の更なる改善

を検討する。 

 

 

3．検討会の進め方 

 

◇平成２０年度内のスケジュール 

 

第１回 平成２１年２月９日（月） 

第２回 平成２１年３月（予定） 

 



 

 

 

 

洪水等防災情報フォローアップ検討会委員 

 

石川 芳治  東京農工大学大学院共生科学技術研究院教授 

小室広佐子  東京国際大学国際関係学部准教授 

○田中  淳  東京大学大学院情報学環附属総合防災情報研究センター長・教授 

谷原 和憲  日本テレビ放送網㈱報道局 社会担当部長 

辻本 哲郎  名古屋大学大学院教授 

山崎  登  日本放送協会解説委員 

山本 孝二  （株）ハレックス会長 

 

※五十音順、敬称略 

○委員長（予定）  
 

 
 



「洪水等に関する防災情報体系のあり方について（提言、H18.6）」の概要

水位情報及び洪水警報等に関する課題

洪水等に関する防災情報の課題

河川管理者等から提供される防災情報が、市町村職員や住民等の受け手側の的確な判断や行動に繋がるものになっていない

③防災用語

特殊な用語等で、そもそも用語自体が理解できない

危険のレベルや災害の状況等がわからない

文字では理解できるが音声では理解できない

一般的に用いられている言葉でも、送り手の意図が伝わらない

①大河川、中小河川を問わず発表する防災
情報とそれに対応する水位を統一

②発表情報と避難行動等との関連を明確
化

③水位名称を受け手のとるべき行動や危
険度レベルがわかるものに改善

①水位に関する情報

異なる目的で設定された水位が混在し、序列や危険度レベルがわかり
にくい

②河川の洪水警報等

発表のタイミングが避難等の行動を意識してものでないため、住民に
とって避難の準備や避難そのものを行う判断材料になりにくい

気象庁単独の洪水警報等と区別することが難しい

大河川と中小河川で発表している情報が統一されていない

○発表情報が大河川と中小河川で異なるだけでなく、受け手の避難等
の行動と繋がっていない

大河川 ：（○○川）洪水注意報、（○○川）洪水警報

中小河川：特別警戒水位情報

○異なる目的で設定された水位が混在し、危険度の序列とレベルがわか
りにくい
・水防団の活動のための水位（警戒水位、通知水位）
・中小河川等で避難の判断の目安となる水位（特別警戒水位）
・はん濫の危険を示す水位（危険水位）
・河川の施設管理に用いる水位（計画高水位）

○気象庁単独で発表する洪水警報等と区別することが難しいだけでなく、
名称から危険度レベルや行動がイメージできない

○大河川と中小河川で、受け手の混乱を招かな
いよう発表する情報の名称を統一

○大河川においても避難判断水位を設定するな
ど、防災情報発表に対応して水位を統一

○①で統一した情報について、市町村や住民
がとるべき行動と整合させ、発表情報と避難
行動等の関連を明確化

例）避難判断水位に到達した時点で発表する

「○○川はん濫警戒情報」をうけて、市町村は
避難勧告等の発令を判断

○水位名称についても、受け手のとるべき行
動や危険度レベルがわかるものに改善

○気象庁単独の洪水警報等との混同を避ける
ため、語頭に○○川を付加するとともに、
「洪水」を「はん濫」に変更

参考資料



住民の避難完了

・市町村は避難準備
情報発令（要援護者
避難情報）を判断
・住民ははん濫に関す
る情報に注意
・水防団出動

・市町村は避難勧告
等の発令を判断
・住民は避難を判断

・逃げ遅れた住民の救援等
・新たにはん濫が及ぶ区域の住民の避難誘
導

市町村・住民に求める行動

○○川はん濫危険情報

○○川はん濫注意情報

○○川はん濫警戒情報

○○川はん濫発生情報

洪水予報指定河川
水位周知河川

水防団待機水位

水位

計画高水位

特別警戒水位

危険水位

はん濫の発生

通報水位

4
（危
険
）

2
（注
意
）

3
（警
戒
）

1

5

水位情報
周知河川

○○川洪水情報

○○川洪水情報

○○川洪水警報
(避難行動を意識した発
表になっていない）

○○川
洪水注意報

洪水予報
指定河川

レベル水位

改善前 改善後

適宜情報を提供

・タイミングが統一さ
れていない

・住民から情報の差
異がわかりずらい

はん濫の発生

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

避難勧告等の
発令

避難準備情報の
発令

水防警報

警戒水位

水防警報

（出動）

警戒水位に達し
た時、発表

水防警報

（出動準備）

水防警報
指定河川

①大河川、中小河川を問わず発表する防災情報とそれに対応する水位を統一

②発表情報と避難行動等との関連をレベル区分して明確化

③水位名称を受け手のとるべき行動や危険度レベルがわかるものに改善

特別警戒水位情報

避難判断水位に達した場合、または
一定時間後にはん濫危険水位に到
達することが見込まれる場合

（呼称が洪水予報指定河
川と統一されていない）

※橋脚や量水標に危険レベルがわかるよう全国統一したカラー表示

（状況によっては
避難指示の発令）

水防団待機



用語の改善

○改善方針と改善例

1)災害の状況や危険度がイメージできない用語については、とるべき行
動や状況を示す語句で構成された用語に改善

2)現在、一般的に用いられていない用語については、一般的に使用され
ている語句で構成された用語へ改善

3)文字でみればわかるが、音声で聞いただけでは解りにくい用語について
は、音声で聞いて解る用語へ改善

理解を助けるための伝達内容の充実

○用語だけでは誤解が生じる恐れが ある場合には、
過去の災害データや被害映像など関連情報を
付加して情報提供

○水位の表示や構造物の位置などについては、橋桁からの差や地域の
人が理解できる地名等を用いるなど表現を工夫
例）○○橋の桁下まであと○m

※改善の検討に際しては、緊急的対応を促すアラーム機能や、状況を説
明する機能など用語の持つ機能に配慮

○施設整備や管理の用語で無理に言い換えると、逆にわかりにくくなる用
語については、説明を付して使用
例）派川（分岐して流れる川）

○○橋の桁下まであと○ｍ

○○川はん濫注意情報洪水注意報

○○川はん濫警戒情報洪水警報河川の洪水警報
等で用いる用語

避難判断水位特別警戒水位

はん濫危険水位危険水位水位情報で

用いる用語

改善後改善前

排水ポンプ場排水機場

河川敷高水敷

改善後改善前

川沿い沿川

堤防の決壊破堤

改善後改善前

防災情報の的確な伝達

4)変更すると現場で混乱を招いたり、冗長になる用語は、説明を付して使
用
例）内水（河川に排水できずに氾濫した水）

5)歴史的経緯を持って成立した用語はそのまま使用
例）霞堤、輪中堤

モニター画面（2005年 台風14号）

○河川管理者は地元の市町村等と、日常より密接に連絡・調整を実施
特に、市町村長には災害時に伝えるべき情報が正確に伝わる体制
（ホットライン）を確保

○防災用語等についての用語集を整備し、市町村、住民、報道機関等に
配布

○橋脚や量水標に危険レベルがわかるよう全国統一したカラー表示



○河川管理者から、水位（予測値を含める）等に関する情報を市
町村へ提供

市町村は、これを参考に避難勧告等を発令 それぞれの水位が、どのような行動の意味を持つか、市
町村や住民等の情報の受け手の行動にあわせ、注意
（黄)、警戒・危険（赤）でレベル化した情報を提供

情報の受け手にとってより的確な判断・行動が可能

○水位の名称を受け手の行動や危険度レベルがわかるものに改善

○全国どこでも共通認識が持てるよう、注意レベル（黄）、警戒・危険レベル（赤）で、橋脚や水位計を着色

○観測点以外でも情報が把握できるように、個別の地先毎の情報を提供

平成16年の梅雨期の集中豪雨や台風の上陸により
○多数の死者（２３６名：消防庁資料）が発生
○幼稚園がはん濫水の中に取り残されたり、住民が孤立

計画高水位

危険水位（観測点のみに設定）

特別警戒水位（一部の河川で設定）

（計画高水位）

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

住民の避難完了

避難勧告等発令

避難準備情報発令
水防団出動

警戒水位（水防団出動）

堤防決壊 堤防決壊

これまで 見直し後

水防団待機

○水位情報が、避難等の受け手の行動とリンクしていない

さらに

○異なる目的で設定された水位情報が混在し、情報の受け手が
混乱

通報水位（水防団待機）

○○川洪水注意報発表

○○川洪水警報発表

危機的な状況になる前の的確な時間に避難することが必要


